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1. はじめに 

 
本テーマを扱うことになったきっかけは、筆者自身が

自分の住む地域への良さが見つけられないまま成長して

きたところにある。筆者は高校生になり、ようやく自分

の住む地域の良さに気づき始めた。地域に対して嫌いと

いう感情を持っていた住民が地域を好きになるというこ

とはまちおこしや地域の活性化にとっても重要なことで

ある。学習指導要領でも地域とのかかわりの必要性が示

されているように[1]、児童の地域への愛着の基盤を作る
ということが昨今では重視されてきており、子どもの地

域への愛着に関する研究や取り組みは多数されている。

しかし、児童の地域とのかかわりというものは薄れてき

ており、この希薄化を改善していく必要があるという指

摘もある[2]。 
筆者は小学校 4年生の頃に東京に引っ越してきた転校

生であったが、地域に愛着を持つような機会というもの

を特に与えられなかった。転校生というのは、いままで

愛着を築いてきた地域を離れ、新しく引っ越してきた地

域にまた愛着を築いていかなければならない。したがっ

て愛着をもつような機会がないまま地域への愛着を築い

ていくことは難しいのではないかと考えられる。 
そこで、本研究では転校生の転入地への地域愛着醸成

のプロセスを調査し、どのようなきっかけで愛着を感じ

ていっているのか、明らかにすることを目標とする。 
 
 

2. 地域への愛着とは 
 
Hernandez ら[3]は、地域愛着について、環境心理学

の観点からプレイスアタッチメントとプレイスアイデン

ティティという二つの概念で説明している。プレイスア

タッチメントとは、残りたいと思ったり快適だと感じた

りする地域に対して人々が設定する感情的なつながりの

ことである。プレイスアイデンティティとは地域への所

属感のことで、場所とのインタラクションを通して自ら

を記述するプロセスのことである。 
以上の 2つはどちらが先立つものでもないと言われて

おり、分けることが難しいとも言われている。本研究で

はこのようなことを踏まえ、地域への愛着について調査

していく。 
 
 

3. 先行研究・類似研究 
 
地域に住む人がどのように愛着を育んでいくのか、環

境の変化により愛着に変化はあるのか、といういくつか

の観点から調査を行った。 
大人が愛着を育むための取り組みとして、妹尾[4]によ

ると、地域ブランドの構築が挙げられている。都市部か

ら山間部に移住してくることによる適応のプロセスに焦

点を当てた研究が花森ら[5]によりされているが、これも
大人を対象とした研究である。 
子どもを対象とした研究は数少ない。尾関ら[6]は子ど

もが地域住民との交流や、大人たちの連帯感の強さによ

り愛着が高まるということを明らかにしている。加藤[2]
は「探検」を行うことが重要であり、繰り返し探検する

ことで地域や住民と交流し、それを他者に発信すること

で愛着の基盤を築くことができると述べている。 
転校や転入に関する研究では、塚本[7]が学校の環境に

慣れるまで少なくとも半年以上かかるということを示し

ている。 
しかし、転校生の転入地に対する愛着形成に関する研

究はあまりされていない。 
一方、大人を対象とした研究であるが、古川・大野[8]

が地元の商店街などの店がなくなるなど、環境が変化す

ることにより、愛着を自覚する場合があるという報告を

している。つまり、転校することで昔の地元への愛着に

気づき、転入地への愛着を感じる妨げになるのではない

かとも読み取れる。また引地・青木[9]は、地域に対する
肯定的な認知から肯定的な印象を形成し、その印象が愛

着を形成すると言う。これからも転校に対して否定的な

感情を持っていると地域にも否定的な認知を引き起こし、

愛着を感じる妨げになるのではないかと考えられる。 
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表	
 １	
 先行研究  
  子ども 大人 

	
 	
 一般児童	
 転校生	
 	
 	
 

地域	
 

尾関・吉澤・

中島(2009)	
 

地域住民との

関わりに	
 

よる子どもの

愛着の	
 

変化について	
 

	
 	
 

鈴木・藤井(2008)	
 	
 

消費行動が地域愛着

に及ぼす	
 

影響について	
 	
 

古川・大野(2008)	
 

環境の変化により愛

着を	
 

自覚する場所・ときに

ついて	
 

引地・青木（2005）	
 

地域に対する愛着形

成の	
 

心理過程	
 

学校	
 

加藤(2010)	
 	
 

子どもへ愛着

を築かせる	
 

生活学習の実

践	
 

塚本

（1990）	
 	
 

転校生の

学校適応

について	
 

	
 	
 

 
こうしたことから、地域愛着の育み方や転校生の学校

適応の研究はされているが、転校生の転入地への適応と

いう分野では研究が少ない。にもかかわらず転校生は転

入地に対して愛着を形成していくのに困難が伴うおそれ

があるといえる。そこで本研究ではこれらの問題を解決

する糸口をつかむため、調査によりどのようにして愛着

をもつようになるのか、といったことを明らかにしてい

く。 
 
 

4. 調査の方法 
 
転校生が転入地に対してどのようにして愛着をもつの

か明らかにするため、幼稚園・小学校時代に転校を経験

している大学生の男女 6名に調査を行った。 
調査には図 1のような運勢ライン法を用いた半構造化

インタビューの手法を採用した。運勢ライン法とは元は

小説や伝記などの物語を学習者に詳しく理解させるため

に考えられた方法である[10]。①出来事を思い出させる、
②鍵となる出来事に注目させる、③出来事全体を見渡す

ことができる、④出来事の関連を見つけることができる、

⑤時系列で表現できる、という利点があり、半構造化イ

ンタビューだけでは難しい、地域への愛着の変遷を聞い

ていくのに適している方法であると考えた。 
半構造化インタビューでは表 2に挙げた項目を中心に

聞いて行った。 

表	
 ２	
 半構造化インタビューの質問項目  
各年代での地域への愛着の度合い	
 

愛着が増減していたら、その理由	
 

各年代で印象に残っていること	
 

あなたにとっての地域愛着とは	
 

あなたにとっての地元の範囲	
 

図	
 1	
 運勢ライン法のプリント  
 
 

5. 結果と考察 
 
半構造化インタビューにより得られた発話を分析して

みたところ、転校生の転入地への愛着に関して、図 2の
ようにまとめることができた。 
他者への説明などを通して地元について意味づけする

ことは地域愛着のことであるプレイスアタッチメントと

関係している。一方、友人関係などの人に関係すること

は地域への所属感であるプレイスアイデンティティと関

係している。行動範囲が広がるなどといったような地域

に関係することは、地域への所属感を高める場合もあり、

また、地域への愛着を感じるようになる場合があること

が明らかとなった。愛着を感じる要因と同時に愛着を減

少させたり、感じにくくさせたりする要因も明らかとな

った。 
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以下に図を構成する具体的なデータを示しながら考

察する。 

図	
 2	
 地域愛着を感じる要因  
 

5.1 人に関係すること  

人に関係することとは、転入先での学校での友人関係

や、地域の人々との関わり、家族の存在などのことであ

る。 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 
 
 

 
 
 

 
このように、転入地での友人の存在や家族の存在は大

きく、地域への所属感を高めるケースが特に多いことが

わかる。仲良くなった子とどこかにいったり、話を聞い

たりすることで愛着が増すということが明らかになった。 

5.2 地域に関係すること  

地域に関係することとは転入地での行動範囲や、単純

に転入地の良さを発見することである。 
  
 

 
このように行動範囲が広がることで転入地の良さを新

しく発見できたという場合や、犬を飼い始めたことで、

今まで目を向けなかった場所に気づき、愛着が増すとい

うことがあることが分かった。 

5.3	
 意味づけすること   

	
 意味づけすることとは。他人に説明することなどを通

して、自ら再定義することである。 
 

 
 

 
 
 

 
このように、他人に説明することでいままで当たり前

だと感じていた転入地の良さが、さらに良いものだと感

じることができる。それにより愛着が増すことがあるこ

とが明らかとなった。 
 
 

6. 提案 
 
以上より、転校生が転入地に対してどのようなきっか

けで愛着を感じていっているのかということが明らかと

なった。友達ができるなど地域への所属感が高まったと

ころで地域の活動に参加したり行動範囲が広がることで

愛着を感じるケースがあった。ただし転校生は転入地に

対して愛着を築きにくいおそれがあり、その点を考慮す

ると転校生に働きかけをする場合、一時的な取り組みで

は効果が薄いのではないかと考えられる。 
そこで友人たちと地域に根付いた文化に触れあうこと

ができるように働きかけることで転入生の地域への愛着

Bくん：大学入って地方とか来る子もいるじゃん。そ

ういう子に地元どこ?って聞かれて答えて、どんなと

ころ?って聞かれたらネタ半分に応えるようになっ

て、さらに知ったし…ちょっと好きになったかな。 

Eさん：転校してきた日とかに一人で帰るんだろうな

ぁって思ってたらみんなが声かけてくれたり、修学旅

行一緒に行こうって言ってくれたり、気を使ってたの

かもしれないですけど、うれしかったです。 

Aさん：他の学校の子とかも来るんですけど、交流が

増えて、友達も増えて、小学校生活より楽しくなった

かなあと中学校生活が。 

Dさん：ある程度仲良くなった子とかにこういうボラ

ンティアがあるから行ってみないかーとか誘われた

りして、あぁちょっと楽しいなぁって思い始めまし

た。 

Aさん：んー、まぁ高校に入ってうちに犬が来たんで

すよ。で散歩とかに連れていくようになったんですけ

ど、こんなところあったんだとか、ここの夕日がきれ

いだとか、普段目を向けないところに目を向けるよう

になって愛着がアップしたというか。 

Bさん：うーん。自転車でいろいろ行くようになって

…いろんな場所があるんだなーってわかったんで、土

地勘というか。 

Cさん：買い物とかも良くいくようになって、このこ

ろから地元のこと案内できるようになってたかな。 
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を築くことを提案する。地域に根付いた文化とは、たと

えば祭りである。祭りはどの地域にも、大きいものから

細々と続いているものまでが存在する。総合的な学習な

どの授業の一環としてグループで祭りの調査などをし、

そのグループで祭りに行ってみることで友人も増え、文

化を知ることができるのではないかと考えた。さらに地

域のコミュニティとの関わりも生まれるため、友人関係

だけでなく地域への所属感というものを生むことができ

る。 
しかし、そのためには学校の取り組みが必要不可欠で

ある。そういった授業を行わなければならないし、学校

と地域の祭りの参加を呼び掛ける連携も重要になってく

る。 
 

7. 結論と今後の課題 
 
本研究では転校生が転入地へどのようにして愛着をも

つようになるのか、半構造化インタビューにより調査し

た。その結果、大きくまとめて 4つのことが明らかにな
った。1.生活の変化により地元の再発見があり愛着を感
じることがある。2.他人に地元のことを説明することで
地元の再認識をすることができ、愛着を感じること 
がある。3.行動範囲が広がることで地元の良さを発見 
でき愛着を感じることがある。4.地元にこころのおける
友人ができることで地域への所属感が増し、愛着を感じ

るきっかけとなる。 
しかし転校生が転入地で自ら活動をし、愛着を築いて

いこうとするかというと必ずしもそうではなく、周囲の

環境からの働きかけも必要である。 
そこで転校生が転入地へ愛着を築くことができるよう

に、地域からも学校からも、双方が連携して転校生に働

きかけをすることを提案した。今後は一般児童・生徒だ

けでなく、転校生に向けての取り組みが増えることを期

待する。 
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